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兵庫県太子町城山とその付近に分布する花コウ岩類の鉱物組成と
火砕岩中の礫の粒径　・
Modalcompositions of granitic rocks and grain sizes of rubblesin
PyrOClastic rocks from Shiroyama，Taishi，Hyogo Prefecture
浪　江　靖　弘＊　中　嶋　弘　行＊＊
Yasuhiro SHIBUE Hiroyuki NAKAJIMA
The present study obtains the modalcompositions of granitic rocks from the Shiroyama areain Taishi
TownofHyogoPrefecture・TheShiroyamagraniticrocksarecomposedofgraniteporphyryandgraphicpor－
phyry．Those porphyries contain quartz monzodiorlite enclaves within them．－
This study also obtains the grain sizesofrubblesinpyroclasticrocks・Whichsurround the Shiroyama
granitic rocks・Pyroclastic rocks have many rubbles of rhyolite，andesite，and sandstone・Those rubbles are
aslargeaslmeterindiameter・Thearealdistributionoftherubblessuggeststhatthosewerederivedfrom
vents within the Shiroyama area．
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1　はじめに
筆頭著者の研究室では，兵庫県内や中国山地に分布す
る花コウ岩類の分布と鉱物組成などの特徴を明らかにす
ることを主目的として研究を進めてきた。ここでは，中
嶋（1998）が兵庫教育大学大学院修士課程自然系コースに
おいて行った研究結果の一部を報告する。本報告で取り
扱う調査地域は，兵庫県姫路市の西隣に位置する揖保郡
太子町内の城山（標高250m）とその周辺地域（姫路市
広畑区を含む地域）である。
これまで，城山には花コウ岩類が分布するとされ，近
隣の花コウ岩類と一括して播磨花コウ岩質岩類（岸田・
弘海原，1967）などと命名されてきた。本調査地域であ
る城山岩体については，わずかに，田中・後藤（1989）が
この岩体を城山花コウ岩体と名付けて次のような記載を
行っているにすぎない。「この岩石は石英，カリ長石，
斜長石，黒雲母などの造岩鉱物からなり，等粒状を示す
深成岩である。4種類の造岩鉱物のうち，黒雲母はやや
少なく，黒色ないし緑色（Fe3イ1が多い）をしめす。斜
長石は白ないし灰色，カリ長石はピンクないし灰黄色を
呈し，かなり風化をうけている。顕微鏡下では長石類は
変質して絹雲母などに変質している。また，斜長石と虫
食い状をした石英が互いに透入しあった連晶，すなわち
ミルメカイトが発達している」とある。本岩体に関する
鉱物組成の検討は行われていない。また，岩石記載につ
いてもさらに詳しく行う必要があろう。
さて，先山・田結庄（1995）はそれまでの播磨花コウ岩
質岩類に関する研究結果と彼らの研究結果をまとめてい
る。本研究で取り扱う城山花コウ岩類に関する記載はな
いが，播磨地域に分布する周辺の花コウ岩類の特徴がま
とめられている0城山花コウ岩体付近に分布する八重畑
石英閃緑岩，志方花コウ岩体，龍野花コウ閃緑岩体，相
生花コウ岩体について，先山・田結庄（1995）がまとめ
た結果を示す0これらの岩体の位置と城山花コウ岩体の
位置を図1に示しておく。先山・田結庄（1995）は八
重畑石英閃緑岩体について，次のように記載している。
「姫路市東部の八重畑～塩崎にかけて分布し，花崗斑岩・
花崗閃緑斑岩・文象斑岩を主体とする小岩体で，石英閃
緑岩をともなう0（中略）花崗閃緑岩は細粒で，斜長石・
石英・カリ長石斑品と，文象組織をなす石英とカリ長石
の石基からなる。一部花崗岩により寛人を受けている。
全体に針状の角閃石で特徴づけられる0」また，志方花
崗岩体については，「細粒の花崗岩～文象斑岩でカリ長
石が桃色をなす0一般に，風化作用が顕著で，有色鉱物
は緑泥石に変質していることが多い。捕獲岩などはみら
れず，均質である0斜長石が斑品状に産し，そのまわり
を石英とカリ長石がグラフイク組織をなす特異な組織を
示す0有色鉱物は角閃石と黒雲母からなる0」龍野花崗
閃緑岩体については，「全般に中～細粒で斑状の花崗岩
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図1西播磨地域における花コウ岩類の分布。城山深成岩体を除く他の岩体名は先山・田緒庄（1995）の命名による。
～花崗閃緑岩質の岩石からなるが，一都石英閃緑岩質の
岩石も含み，累帯深成複合岩体構造を形成している可能
性もある。また，岩体東部では粗粒でカリ長石の巨斑品
を有する花崗岩も存在する。有色鉱物として一般に角閃
石と黒雲母を含むが，角閃石はしばしば針状に伸びる．」
相生花崗岩体は，「黒雲母花崗岩からなり，全体に風化
が著しい。一般に等粒状であるが，カリ長石がやや大型
となる斑状のものもある。岩相は均質で捕獲岩もなく，
火砕岩を貫く部分でも岩相変化はない。塊状で節理は比
較的よく発達している．」としている。以上のような先
山・田結庄（1995）の記載に基づいて城山花コウ岩体をこ
れらの岩体と比較することができよう。
さて，当調査地域では火砕岩が広く分布している（田
中・後藤，1989）。実際，城山でも西麓の太子町上太田
で礫を多数含む火砕岩が露出している。田中・後藤
（1989）の地質図によれば，この火砕岩は，立岡山一馬
山流紋岩質含礫火砕岩層と名付けられており，次のよう
に記載されている。「岩石は暗灰色や灰緑色を呈し，著
しく多数の角礫を含む流紋岩質凝灰角礫岩からなり，こ
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のなかにごく薄い泥岩や凝灰岩質砂岩の地層をはさむこ
とがある。顕微鏡下では他形(壊れたり,不完全な形を
した結晶)の石英,カリ長石,斜長石,窯雲母などの斑
晶とガラス質の多い石基からなり,また,溶結している
場合もあり,しばしば安山岩の破片も見られる。 (中略)
肉眼でみえる含疎は,ほとんどが角確で,その大きさは
直径が最大で1mの巨疎もあるが,ふつう　10cm程
度のものが多い。疎の種類は本質や類質と考えられる流
紋岩(中略)や同岩質の凝灰岩(中略)が多く,また,
凝灰岩質の砂岩,黒色泥岩,安山岩なども含まれる。と
ころで,この岩体にはしばしば灰緑色安山岩の円礎ない
しやや角ぼった磯を含む。 (中略)上太田の石切り場跡
では凝灰質の砂岩泥岩の互層をしめす巨疎をはじめ,梶
岩,砂岩の角疎が数多くみられ,この傾向は馬山でも同
じである。これに含まれる疎は雑然として方向性をしめ
さない。このことは,本岩体の一部が近くで噴出したこ
とを示唆する。」としている。田中・後藤(1989)はこ
の火砕岩層が城山花コウ岩類に先立って形成されたとし
ている。さて,田中・後藤(1989)の記載では,この火
兵庫県太子町城山とその付近に分布する花コウ岩類の鉱物組成と火砕岩中の礫の粒径
砕岩層が「近くで噴出したことを示唆する」根拠として
礫の方向性が雑然としていることを挙げているだけであ
る。そこで，本研究では，礫の粒度組成を中心にしてこ
の火砕岩の特徴について検討する。もしも，この火砕岩
が噴出地点付近で堆積したとするならば，火砕岩中の礫
の粒径分布が水平方向あるいは鉛直方向で系統的に変化
することがありえよう。この点について検討することに
する。
以上述べてきたように，本研究では城山に分布する花
コウ岩類の鉱物組成と岩石の記載を行う。さらに，城山
西麓の上太田に分布する火砕岩について，火砕岩中の礫
の粒径分布を検討する。
2　花コウ岩類と火砕岩
本研究で検討した試料の採取地点を図2に示す。試
料97022516から97022518を採取した露頭は，高さ
25mで幅40mの規模の露頭であった。暗色包有物を
含む花コウ斑岩と文象斑岩が広く分布している。暗色包
有物の大きさは，長径数mmから数十cmであった。
本調査地域内では，花コウ斑岩と文象斑岩が分布する。
これらの外観は互いに酷似しているが，顕微鏡観察によっ
て区別できる。花コウ斑岩は優白質で，細粒の有色鉱物
が散存している。斑品として，長径1mmから2mm
の斜長石と石英が目立っている。石基部は，0．2mm程
度の石英，アルカリ長石，斜長石，黒雲母からなる。斜
長石斑品には累帯構造が一般に見られる。また，石英斑
品は融食形を示すことが多く，全体として丸みを帯びて
いる。平行ニコル下で，黒雲母は緑色を呈し，少量含ま
れている角閃石は褐色を示す。
文象斑岩は，全体的に優自質で，外観からは花コウ斑
岩と区別できない。ただし，顕微鏡下では基質の石英と
アルカリ長石が顕著な文象構造を形成していることが分
かる。斑品は自形の斜長石と融食形を示すことが多い石
英からなる。いずれも長径1mmから2mm　のものが
多い。文象構造中の石英は同時消光することが多く，も
ともとは単結晶であったと考えられる。平行ニコル下で，
黒雲母は緑色を呈し，少量含まれている角閃石は褐色を
示す。
これまで示してきた城山花コウ岩体の特徴を近隣の花
コウ岩体の特徴と比較すると，八重畑岩体と志方岩体の
特徴と共通点が多い。斑岩が主要な構成岩石であること
や文象構造が岩体内部で広く認められる点を共通点とし
て挙げることができよう。
一カ所で花コウ斑岩の下部で石英モンゾ閃緑岩が兄い
ださ＿れたが，これが捕獲岩であるのかどうかについては
確認できなかった。石英モンゾ閃緑岩は全体的に有色鉱
物が目立ち，花コウ斑岩とは明らかに区別できる。粒径
が0．5mmから1mm程度の斜長石，石英，アルカリ長
石，黒雲母，角閃石からなり，等粒状組織がよく発達し
ている。斜長石の累帯構造が顕著で，石英は融食形を示
す。石英の中にはアルカリ長石と文象構造を形成するも
のもある。平行ニコル下で，黒雲母は緑色を呈し，少量
含まれている角閃石は褐色を示す。
図2中の火砕岩露頭は太子町上太田に位置し，高さ
80m，南北方向300mである。田中・後藤（1989）が，
立岡山一馬山流紋岩質含礫火砕岩と名付けたものである。
遠くから見ると，北側は白っぽく，南側は黒っぼく見え
る。この露頭では，多数の角礫が流紋岩質凝灰岩に含ま
ている。礫種は，流紋岩，安山岩，砂岩，貢岩などであ
り，大きさは長径5cmのものが多い。ただし，中には
長径1m近いものも含まれており，大規模な火砕流によ
る堆積物であると考えられる。本研究では，この露頭の
下部から上部にかけて11カ所で礫の大きさを測定した。
測定は，1m四方の中に含まれている長径5cm以上の
礫の数をカウントする方法で行った。礫の大きさを測定
する場合，2cm以上のものを考える必要があるが，こ
の露頭では非常に多数の礫が含まれており実際上測定は
困難であった。火砕岩の固結度も高く，試料から礫だけ
を取り出すことはできない露頭状況でもあった。
この火砕岩層における大まかな礫種の特徴と傾向を以
下に示す。試料の採取地点は図3の通りである。この
露頭がかつて石切り場であったこともあり，採石のため
にベンチカット工法による段差が設けられている。そこ
で，試料採取地点の高度をベンチカットによる通路（図
中の破線）で表現することにする。以下にA地点から
K地点の位置関係と礫の粒径分布の概要と主な礫種に
ついて順に記載していく。
A地点では全体として1～2cm程度の長径の礫が多
い。5cm以上の礫は少なく，最も大きいもので長径
11cm（短径8cm）であった。礫種としては流紋岩が多
く，黒色貢岩が10％程度の割合で含まれている。
B地点はA地点から30m北の地点である。全体的
にA地点よりも細粒の礫が多い。最も大きい礫の長径
が10cm（短径は8cm）である。礫はほとんどが流紋岩
であった。
C地点はB地点から50m北の地点である。全体的
に白っぽく，A・B地点とは異なる外観を示す。巨礫
が含まれ，最も大きい礫は長径が40cm（短径は20cm）
であった。礫種はほとんどが流紋岩であった。
D地点はC地点から50m北の地点である。外観はC
地点と同じである。1～2cmの小礫が多数含まれてお
り，最も大きな礫の長径は24cm（短径は14cm）であっ
た。礫種はC地点と同じ流紋岩が卓越している。
E地点はD地点から約30m北の地点である。最も
大きな礫は長径22cm（短径は20cm）である。礫の中
にはAからD地点では見られなかった黒っぽい流紋
Ill
浪　江　靖　弘　　中　嶋　弘　行
?
図2　試料採取地点。図は国土地理院発行の25000分の1地形図「姫路北部」と「籠野」に試料採取地点をプロットしたものである。
図中で火砕若露頭とラベルして実線で囲んだ屠頚が本研究で火砕岩中の礫の粒度分析を行った地点である。
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100m
図3　火砕岩の露頭をほぼ西から見て，試料採取地点を表した図。点を打った部分は外観が暗黒色の火砕岩の部分である。その他の
部分は白っぽい外観を呈している。
表1立間山一馬山流紋岩質含礫火砕岩中の長径5cm以上の礫の頻度分布（個数分布）。
i長径 A B C D E F G H I J K
地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点 地点
5cm 以上10cm未満 23 11 7 6 5 5 11 19 11 16 12
10cm～15cm 1 2 9 7 7 6 10 6 7 5 5
15cm～20cm 0 0 2 0 2 3 4 3 6 0 1
20cm～25cm 0 0 0 3 2 2 3 1 1 1 0
25cm～30cm 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0
30cm～35cm 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
35cm′－40cm 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
40cm～45cm 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
45cm以上 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
合計 24 13 19 16 16 18 29 29 26 22 18
岩が見られる。
F地点はベンチカット1段目の最も北側の地点であ
る。E地点から北に30m離れている。巨礫が多数見ら
れ，長径1m近いものも存在する（露出状況が悪い上に，
礫を取り出すことができなかったので短径を測定してい
ない）。長径・短径の両方を測定することができた礫の
中では，長径45cmで短径24cmのものが最大であった。
G地点はベンチカット2段目の北側の地点である。
巨礫が多数見られ，最大のものは長径34cm（短径は
27cm）である。黒っぽい流紋岩の巨礫が多数見られる。
H地点はベンチカット2段目のG地点から50m南
の地点である。G地点に比べて巨礫の割合が小さく，
最大の礫は長径20cm（短径は14cm）である。
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I地点はベンチカット3段目の地点で,外観が白っ
ぽい。最大の疎は長径28cm (短径は22cm)である。
J地点はベンチカット3段目の地点でI地点から
50mほど南の地点である。かなり風化されており,全
体として暗緑色に見える。最大の疎は長径20cm (短径
llcm)である。 I地点に比べて巨疎の割合が小さい。
K地点はベンチカット4段目の地点である。全体と
して白っぽい外観を呈する。最大の疎は長径18cm (短
径は13cm)である。巨磯の割合は小さく,長径5cm
以下の疎が非常に多い。
各地点での長径5。m以上の疎の大きさの分布を表1
に示す。南側の地点と高い所で大きな疎が少なくなって
いることが分かる。このことは,北側の露頭近くで大規
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表2－1　城山火成岩体の鉱物組成と平均粒径。
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物
緑泥石
緑レン石
ルチル
白雲母
方解石
その他
96111501GrP　　　　96111503－1Enc
point数　　％　　point数　　％
777　31．8　　　　　444　19．0
772　31．6　　　　　226　　9．7
696．28．5
45　1．8
30　　1．2
15　　0．6
???????????
1279　54．8
140　　6．0
135　　5．8
6　　0．3
?????
???
?????
9611 503－2GrP　　　96111508Enc
POint数　　％　　　point数
878　35．0　　　　　362
794　　31．6　　　　　541
603　　24．0　　　　1074
56　　2．2　　　　160
32　　1．3　　　　　　87
25　1．0　　　　　　4
??????????????
??????????
％
15．9
23．7
47．1
7．0
3．8
0．2
??????
??????
合計　　　　　　2445100．0　　　　2336100．0　　　　2511100．0????????
移動距離（mm）　　508．6　　　　　　　485．9　　　　　　　522．3　　　　　　　473．8
粒界数　　　　　1344　　　　　　　1085　　　　　　　1207　　　　　　　1113
平均粒径（mm）　　0．38　　　　　　　0．45　　　　　　　0．43　　　　　　　0．43
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物
緑泥石
緑レン石
ルチル
白雲母
方解石
その他
96111510Enc
point数　　％
396　15．9
362　14．5
1364　54．8
116　　4．7
230　　9．2
2　　0．1
???????????????
96121209GrP
point数
959
902
495
90
2
5
00
38．0
35．7
19．6
3．6
0．1
0．2
?????????????????????
96121213QMd　　　　97022501GP
POint数　　％　　　point数　　％
366　14．2　　　　　800　　31．2
448　17．4　　　　1460　　56．9
1424　55．4　　　　　153　　6．0
104　　4．0　　　　　　90　　3．5
144　　5．6　　　　　　0　　0．0
18　　0．7　　　　　　6　　0．2
??? ??????? ?
．
????????????????????
???????? ???????? ???????? ?
移動距離（mm）　　517．5　　　　　　　525．6　　　　　　　535．0　　　　　　　533．3
粒界数　　　　　1302　　　　　　　1794　　　　　　　　752　　　　　　　　544
平均粒径（皿皿）　　0．40　　　　　　　0．29　　　　　　　0．71　　　　　　　0．98
試料番号末尾の英略字は岩石名を表す。GrPは花
卿dは石英モンゾ閃緑岩，GPは文象斑岩である。
その他の鉱物は細粒で同定が困難なものを指す。
模な火砕流が上昇し水平方向に移動したことを示唆して
いる。つまり，火山活動によって地下深部から貢岩，安
山岩，流紋岩などを取り込んだ火砕流が近傍から供給さ
れた可能性が高い。
3　花コウ岩類の鉱物組成と平均粒径の測定
鉱物組成は通常のポイントカウンターを用いる方法で
求めた。今回測定した多くの薄片中に風化生成物あるい
14
コウ斑岩　Encは暗色包有物,
確認できたものでは沸石が多い。
は変質鉱物が認められた。これらの二次鉱物がどのよう
な初生鉱物から生成したのかが明かな場合には初生鉱物
でポイントカウントしている。例えば,黒雲母が部分的
に風化あるいは変質して縁泥石になっている時には,十
字線の交点にこのような縁泥石があったとしても黒雲母
としてポイントカウントしている。
平均粒径は次のようにして求めた。ポイントカウント
を行う時に,十字線の交点を通過する鉱物粒子の境界数
兵庫県太子町城山とその付近に分布する花コウ岩類の鉱物組成と火砕岩中の礫の粒径
表2－2　城山火成岩体の鉱物組成と平均粒径。
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物
緑泥石
緑レン石
ルチル
白雲母
方解石
その他
97022503GP　　　　　97022513GP
point数　　％　　　point数　　％
776　　36．4　　　　　449　18．6
877　41．1　　　　　980　　40．5
270　12．7　　　　　792　32．7
30　　1．4　　　　　　6　　0．2
1　0．0　　　　　　5　　0．2
4　　0．2　　　　　17　　0．7
?????????????????? ????????????? ??
97022516GP
point数　　％
574　25．0
1108　48．3
545　23．8
16　　0．7
13　　0．6
6　　0．3
???????????????????????????
97022517GP
point数　　％
598　24．6
1297　53．3
437　18．0
9　　0．4
3　　0．1
9＿　　0．4
????????????????????
????????
移動距離（Ⅲの　　　443．5
粒界数　　　　　　488
平均粒径（皿）　0．91
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物．
緑泥石
緑レン石
ルチル
白雲母
方解石
その他
97022518GP　　　　　97022520GP
point数　　％　　　point数　　％
704　29．3　　　　　713　　29．1
1156　48．1　　　　867　35．3
384　16．0　　　　　695　　28．3
99　　4．1　　　　　86　　3．5
8　　0．3　　　　　　　5　　0．2
19　　0．8　　　　　　11　　0．4
????????????? ????????????
97 43001GP
point数　　％
477　21．6
1287　58．3
299　13．5
97043002GP
point数
812
818
315
74　　3．4　　　　　　35
0　　0．0　　　　　　　2
％
38．1
38．4
14．8
1．6
0．1
3　　0．1　　　　　　3　　0．1
?????????????? ???????????????
合計　　　　　　　2402100．0　　　　2453100．0
移動距離（m）　　499．6　　　　　　　510．2
粒界数　　　　　　544　　　　　　　　644
平均粒径（mm）　　0．92　　　　　　　0．79
試料番号末尾の英略字は岩石名を表す。GPは文象斑岩である。
その他の鉱物は細粒で同定が困難なものを指す。確認できたものでは沸石が多い。
を計測した。元来，岩石中の鉱物粒子の形状は不規則で
ある。ステージを動かす時に，方向によっては何度も凹
凸のある境界線を横切ることがあり得る。この時には，
境界数は1であるとした。そして，ポイントカウント
の全カウント数から求められるステージの全移動距離を
境界数で割って平均粒径とした。
花コウ斑岩，石英モンゾ閃緑岩，文象斑岩および花コ
ウ斑岩に含まれている暗色包有物に関するモード分析の
15
結果と平均粒径の測定結果を表2　に示す。モード分析
の結果からIUGSQ973)の分類に基づいて命名した岩石
名を表2にあわせて示す。また,顕微鏡下での石英,
斜良石,アルカリ長石の特徴を表3にまとめて示す。
3試料の花コウ斑岩について,石英-アルカリ長石一
斜長石の3成分の比を平均すると, 38:36:26になる。
14試料の文象斑岩について同様に石英-アルカリ長石一
斜長石の3成分の比を平均すると32:48:20となる。
浪　江　靖　弘　　中　嶋　弘　行
表2－3　城山火成岩体の鉱物組成と平均粒径。
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物
緑泥石
緑レン石
ルチル
白雲母
方解石
その他
97061001GP　　　　　97061002GP　　　　　97061003GP　　　　　97061004GP
POint数　　％　　point数
715　29．3　　　　　753
1127　46．2　　　　　972
449　18．4　　　　　541
51　2．1　　　　　81
1　　0．0　　　　　　0
9　　0．4　　　　　　9
??????????????
％　　　point数　　％　　　point数　　％
30．9　　　　　926　38．5　　　　　720　32．8
39．9　　　　　759　31．5　　　　　966　44．0
22．2
3．3
0．0
0．4
????????????〔????? ??
486　20．2　　　　　387　17．6
ユ58　　6．6　　　　　　53　　2．4
10　　0．0　　　　　　0　　0．0
8　　0．3　　　　　14　　0．6
?????????｝?????? ? ????????????、?】???????
???????? ????????? ???????? ?
?
??????
移動距離（mm）　　507．7
粒界数　　　　　　755
平均粒径（mm）　0．67
????????，
?
??? ??
????
?
97061005GP
石英
アルカリ長石
斜長石
黒雲母
角閃石
不透明鉱物
二次鉱物
緑泥石
緑レン石
ルテル
白雲母
方解石
その他
point数
829
1176
503
48
2
13
％
31．2
44．2
18．9
1．8
0．1
0．5
??????????????
合計　　　　　　2660100．0
移動距離（mm）　　553．3
粒界数　　　　　　668
平均粒径（皿m）　0．83
?．
?????．???，
?
試料番号末尾の英略字は岩石名を表す。GPは文象斑岩である。
その他の鉱物は細粒で同定が困難なものを指す。確認できたものでは沸石が多い。
花コウ斑岩に比べてアルカリ長石の割合が大きくなって
いる。他方，石英とアルカリ長石の比で比較すると，花
コウ斑岩は51：49であるのに対して文象斑岩は40：60
である。つまり，文象斑岩の方がアルカリ長石の割合が
大きいと言える。
石英モンゾ閃緑岩中での石英－アルカリ長石一斜長石
の3成分の比は16：20：64である。花コウ斑岩中に含
まれている暗色包有物に関するこれらの3成分の比が2
16
0:19:61であるので,両者は類似していると言える。
石英モンゾ閃緑岩が捕獲岩であるかどうかは罵頭では確
認できなかったが,鉱物組成上は斑岩中の捕獲岩と類似
していると言える。
文献
IUGS(International Union of Geological Science
Subcommission on the Systematics of Igneous
兵庫県太子町城山とその付近に分布する花コウ岩類の鉱物組成と火砕岩中の礫の粒径
表3　石英，斜長石，アルカリ長石の顕微鏡下での特徴。
試料番号と岩 文象 パーサ 斜長石 メル ト 石英 その他の特徴
石名 構造 イ ト構
造
の累帯
構造
包有物 の融
食形
96111501GrP ○ ○ ○ ◎ 斑晶の斜長石の周囲にコロナ構造が認められる。
斑晶の長石は自形が多い。
黒雲母は他形を示す。
96111503－1Enc 斜長石は自形を呈する。
96111503－2GrP ○ ○ ○ ◎ 黒雲母は他形を示す。
96111508Enc ○ ◎ 等粒状組織が発達 している。
斜長石が自形を呈する。
96111510Enc ○ ◎ 等粒状組織が発達している。
斜長石が自形を呈する。
96121209GrP ○ ◎ 黒雲母は他形 を示す。
96121213QⅢ ○ ◎ 等粒状組織が発達 している。
斜長石は自形を呈する。
平行ニコル下で角閃石は緑色を呈する。
97022501GP ○ ○ ○ ◎
97022503GP ◎ ○ ◎
97022513GP ◎ ◎ ◎
97022516GP ◎ ○ ◎ 晶洞が見 られ，沸石が晶洞内で晶出している。
97022517GP ◎ ○ ◎ ◎ 斜長石の斑晶は自形．を示す。
晶洞が見 られ，沸石が品洞内で晶出している。
97022518GP ○ ○ ◎ ◎ 晶洞が見られ言弗石が晶洞内で晶出している。
97022520GP ○ ○ ◎ ◎
97043001GP C） ○ ◎ ◎
97043002GP ○ ◎ ◎
97061001GP △ ○ ○ ○ ◎ 斜長石斑晶は自形を示す。
晶洞が見 られ，沸石が品洞内で晶出している。
97061002GP △ ○ ◎ ◎
97061003GP ○ ○ ◎ ◎ 斜長石斑晶は自形を示す。
97061004GP ○ ◎ ◎ 黒雲母の縁を緑レン石が取 り囲んでいる。
晶洞が見 られ，沸石が晶洞内で品出している。
97061005GP ◎ ◎ ◎ 晶洞が見 られ，沸石が晶洞内で晶出している。
試料番号末尾の英略字は岩石名を表す。GrPは花コウ斑岩，Encは暗色包有物，
QMdは石英モンゾ閃緑岩，GPは文象斑岩である。
◎は特に顕著に見られ，○は顕著に見られ，△は時に見られることを示す。
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